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震災ですべてを失った犬の多聞が

離れ離れになった少年に再び会うため、

5年の歳月をかけ日本を縦断する旅路の中で出逢った

傷つき ､悩み ､そして惑う人々-．

出逢いと別れを繰り返しながら多聞は

約束の場所へ進んでいく。

′ラーケリより愛を込めて′の製作摩が再集繕し、
人間と犬のかけがえのない絆を描いた

珠玉の物語を映画化ノ

震災から半年後の宮城県仙台。職を失った青年・和正

（高橋文哉）は、同じく震災で飼い主を亡くした一頭の

犬・多聞（たもん）と出逢った。和正とその家族に瞬く間

に懐き、一家にとって無くてはならない存在となったが、

多聞はなぜか常にく西の方角〉を気にしていた｡そんな中、

家族を助けるため危険な仕事に手を染めてしまった和正

は ､ やがて事件に巻き込まれ ､ その混乱の最中に多聞は

姿 を 消 して し ま う - ． 時 は 流 れ 、 多 間 は 罪 を 隠 し 続 け

る女性･美羽（西野七瀬）と滋賀県にいた｡多聞と過ごす

ことで徐々に平和な日常を取り戻していく美羽の前に、
＝

離れ離れになってしまった多聞を追いかけてきた和正が ”

現 れる ｡ 最初は和正を警戒した美羽だったが ､ 多聞を通

して二人は少しずつ心を通わせ始める｡しかし皇羽が
犯した罪は二人をどこまでも追いかけてきた。「俺が多聞

を届ける。」美羽との約束を叶えるため、和正は多聞と

ともに "少年 "を探す旅に出た。

そ こ に 待 ち 受 ける 過 酷 な 連 命 ､ そ して 奇 跡 と は - 0
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